


一
頁

事
業
主
行
動
計
画
策
定
指
針
案
（
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
係
る
部
分
）

第
一

女
性
の
活
躍
の
意
義
、
現
状
及
び
課
題

一

女
性
の
活
躍
の
意
義

「
女
性
の
活
躍
」
と
は
、
一
人
一
人
の
女
性
が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

女
性
の
管
理
職
比
率
の
上
昇
は
、
女
性
の
活
躍
の
一
側
面
を
測
る
も
の
で
あ
る
が
、
女
性
の
活
躍
は
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
職
階
や
非
正
規
雇
用
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
雇
用
形
態
等
で
働
く
一
人
一
人
の
女
性
が
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

女
性
の
活
躍
の
現
状

我
が
国
の
雇
用
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
四
割
を
超
え
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
半
数
以
上
は
非
正
社
員
で
あ

り
、
ま
た
、
管
理
職
以
上
に
登
用
さ
れ
て
い
る
女
性
の
割
合
は
一
割
に
満
た
ず
、
先
進
諸
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
比

較
し
て
も
、
特
に
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

三

女
性
の
活
躍
に
向
け
た
課
題

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百

十
三
号
。
以
下
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
と
い
う
。
）
の
制
定
か
ら
三
十
年
が
経
つ
が
、
依
然
と
し
て
、
我
が

国
に
は
、
以
下
の
と
お
り
、
採
用
か
ら
登
用
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
雇
用
管
理
の
段
階
に
お
い
て
、
男
女
間
の
事
実
上

別 紙
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の
格
差
が
残
っ
て
い
る
。

我
が
国
の
女
性
の
活
躍
が
十
分
で
な
い
現
状
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
こ
う
し
た
男
女
間
の
事
実
上

の
格
差
か
ら
生
じ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
と
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
長
時
間

労
働
等
の
働
き
方
が
あ
る
。

採
用

（一）

新
規
学
卒
者
に
つ
い
て
約
四
割
の
企
業
が
男
性
の
み
を
採
用
す
る
な
ど
、
多
く
の
企
業
が
、
男
性
に
偏
っ
た

採
用
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
総
合
職
な
ど
の
基
幹
的
職
種
に
お
い
て
、
採
用
に
お
け
る
競
争
倍
率
を
み
る
と

、
男
性
に
比
し
て
女
性
の
方
が
狭
き
門
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

今
後
、
我
が
国
は
生
産
年
齢
人
口
が
急
速
に
減
少
し
て
い
く
。
企
業
は
、
男
性
の
み
を
戦
力
と
す
る
姿
勢
で

は
、
人
材
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
早
期
に
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
意
欲
と
能
力
本
位
の

採
用
に
改
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

配
置
・
育
成
・
教
育
訓
練

（二）

企
業
内
の
配
置
に
お
い
て
性
別
の
偏
り
が
見
ら
れ
、
育
成
・
教
育
訓
練
の
中
心
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
占
め
る
職
場
が

多
い
中
、
配
置
に
お
け
る
性
別
の
偏
り
が
、
育
成
・
教
育
訓
練
の
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｏ
ｆ
ｆ

ー
Ｊ
Ｔ
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な
育
成
に
向
け
た
教
育
訓
練
の
状
況
に
つ
い
て
、
男
女
間
で
格
差
が
見
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
中
、
組
織
内
の
多
様
性
を
高
め
、
様
々
な
人
材
の
能
力
を
活
か
す
こ
と
は
、
イ
ノ
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ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
市
場
環
境
等
の
変
化
に
対
す
る
組
織
の
対
応
力
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
、
性

別
に
か
か
わ
ら
な
い
配
置
・
育
成
・
教
育
訓
練
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

継
続
就
業

（三）

依
然
と
し
て
、
約
六
割
の
女
性
が
第
一
子
出
産
を
機
に
退
職
す
る
現
状
に
あ
る
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
退
職
の
要
因
と
し
て
は
、
長
時
間
労
働
等
の
労
働
時
間
の
問
題
と
、
職
場
の

雰
囲
気
の
問
題
が
大
き
い
。
ま
た
、
仕
事
の
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
継
続
就
業
に
大

き
く
影
響
す
る
。

女
性
が
出
産
・
子
育
て
を
通
じ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
と
し
て
い
く
こ
と
は
、
組
織
の
人
材
力
を
高
め
る

こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
、
継
続
就
業
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働
き
方
改
革

（四）

我
が
国
は
、
男
性
の
約
四
割
、
女
性
の
約
二
割
が
、
週
四
十
九
時
間
以
上
（
残
業
時
間
が
一
日
平
均
二
時
間

以
上
相
当
）
の
長
時
間
労
働
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
が
昇
進
を
望
ま
な
い
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
は

、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
に
な
る
点
に
あ
る
。
こ
う
し
た
長
時
間
労
働
は
、
そ
の
職
場
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
の
大
き
な
障
壁
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
職
場
の
男
性
が
育
児
等
の
家
庭
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
困
難

に
し
、
当
該
男
性
の
配
偶
者
で
あ
る
女
性
の
活
躍
の
障
壁
と
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
少
子
化
の
要
因
と
も
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な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
時
間
労
働
は
、
そ
の
職
場
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
へ
負
の
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
る
。

男
女
を
通
じ
て
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
集
中
的
か
つ
効
率
的
に
業
務
を
行
う
方
向

へ
職
場
環
境
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
は
、
時
間
当
た
り
の
労
働
生
産
性
を
高
め
、
組
織
の
競
争
力
を
高
め
る
こ

と
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
に
、
男
女
を
通
じ
た
長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働
き
方
改
革
を
実
行
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

評
価
・
登
用

（五）

約
三
か
ら
四
割
に
上
る
男
性
管
理
職
が
、
「
男
女
区
別
な
く
評
価
し
、
昇
進
さ
せ
る
」
と
い
う
基
本
的
な
事

項
を
必
ず
し
も
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
と
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
不

在
で
あ
る
こ
と
を
主
な
背
景
と
し
て
女
性
自
身
が
昇
進
を
望
ま
な
い
場
合
が
あ
る
。

性
別
に
か
か
わ
り
の
な
い
公
正
な
評
価
・
登
用
は
、
組
織
内
の
多
様
性
を
高
め
、
組
織
対
応
力
の
強
化
等
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
後
進
の
女
性
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
女
性
全
体
の
意
欲
の
喚
起
に
も
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
早
期
に
、
男
女
区
別
な
く
評
価
し
、
昇
進
さ
せ
る
こ
と
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、
評
価
・
登
用
の
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

性
別
役
割
分
担
意
識
等
の
職
場
風
土

（六）

我
が
国
は
、
依
然
と
し
て
、
家
事
・
育
児
の
大
半
は
女
性
が
担
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
一
方
、
育
児
等
の
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家
庭
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
男
性
が
仕
事
に
制
約
を
抱
え
る
こ
と
が
当
然
と
は
受
け
止
め
ら
れ
に
く
い
職
場

風
土
が
あ
る
。
こ
う
し
た
職
場
に
お
け
る
性
別
役
割
分
担
意
識
や
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
対
す
る
不
寛
容
な

職
場
風
土
は
、
両
立
支
援
制
度
を
利
用
す
る
上
で
の
障
壁
や
、
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
背
景
に
も
な
り
や
す

い
。こ

れ
か
ら
の
急
速
な
高
齢
化
の
時
代
に
お
い
て
は
、
男
女
と
も
に
、
親
の
介
護
等
に
よ
っ
て
仕
事
に
制
約
を

抱
え
ざ
る
を
得
な
い
人
材
が
増
加
す
る
。
多
様
な
背
景
を
有
す
る
人
材
を
活
か
す
組
織
風
土
と
し
て
い
く
こ
と

は
急
務
で
あ
り
、
男
女
と
も
に
、
育
児
等
の
家
庭
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
職
場
に
お
い
て
も
貢
献
し
て
い
く

と
い
う
方
向
へ
、
社
会
・
職
場
双
方
に
お
い
て
意
識
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
可
能
な
職
場

（七）

女
性
の
約
六
割
が
第
一
子
出
産
を
機
に
退
職
す
る
一
方
、
育
児
が
一
段
落
し
て
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
は

多
い
。
し
か
し
、
そ
の
再
就
職
の
多
く
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
な
ど
の
非
正
社
員
で
あ
り
、
働
く
時
間
・
日
を

選
べ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
、
必
ず
し
も
そ
の
意
欲
や
能
力
を
十
分
に
活
か
せ
る
雇
用
形
態
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、

の
よ
う
に
、
性
別
に
か
か
わ
り
の
な
い
公
正
な
採
用
が
必
ず
し
も
徹
底
さ

（一）

れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
採
用
時
の
雇
用
管
理
区
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、
女
性
の
意
欲
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
性
は
大
き
い
。

今
後
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
の
で
、
意
欲
や
能
力
の
あ
る
女
性
の
力
を
活
か
す
こ
と
は
、
人
材
確
保
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の
上
で
有
効
な
方
策
で
あ
り
、
早
期
に
、
妊
娠
・
出
産
等
を
機
に
退
職
し
た
女
性
の
再
雇
用
・
中
途
採
用
や
、

意
欲
と
能
力
を
有
す
る
女
性
の
職
種
又
は
雇
用
形
態
の
転
換
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二

女
性
の
活
躍
推
進
及
び
行
動
計
画
策
定
に
向
け
た
手
順

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
る
事
業
主
に
つ
い

て
は
、
自
ら
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
把
握
・
課
題
分
析
（
二
）
、
行
動
計
画
の
策
定
、
周
知
・

公
表
（
三
及
び
四
）
、
自
ら
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
公
表
（
六
）
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
以
下
の
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
義
務
又
は
努
力
義
務
の
履
行
に
際
し
て
は
、
次
の
一
か
ら
六
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
を
踏
ま
え
て
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

一

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
体
制
整
備

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
組
織
ト
ッ
プ
の
関
与
・
実
務
体
制
の
整
備
等

（一）

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
組
織
全
体
の
理
解
の
下
に
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
組
織
の
ト
ッ
プ
自
ら
が
、
経
営
戦
略
と
し
て
も
女
性
の
活
躍
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
問
題
意
識
を
人
事
労
務
担
当
部
署
と
共
有
し
、
組
織
全
体
で
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

を
明
確
に
し
、
組
織
全
体
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
な
ど
に
よ
り
主
導
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
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重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
組
織
の
ト
ッ
プ
の
関
与
の
下
に
、
専
任
の
担
当
者
を
配
置
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
実
務
体
制
を
設
け

る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
業
界
固
有
の
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
業
界
団
体
等
を
通
じ
、
事
業
主
間
で
連
携
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
よ
り
効
果
的
な
課
題
解
決
策
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
体
制
の
整
備

（二）

一
般
事
業
主
行
動
計
画
（
三

ロ
を
除
き
、
以
下
「
行
動
計
画
」
と
い
う
。
）
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
非

（五）

正
社
員
を
含
め
、
幅
広
い
男
女
労
働
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
例
え
ば
人
事
労
務
担
当
者
や
現
場
管
理
職
に
加
え
、
男
女
労
働
者
や
労
働
組
合
等
の
参
画
を
得
た

行
動
計
画
策
定
の
た
め
の
体
制
（
委
員
会
等
）
を
設
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
法
に
基
づ
く
状
況
把
握
項
目
と
し
て
把
握
し
た
数
字
以
外
の
定
性
的
な
事
項
も
含
め
た
職
場
の
実
情

の
的
確
な
把
握
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
行
動
計
画
の
策
定
の
過
程
に
お
い
て
、
必
要
に
応

じ
て
、
労
働
者
や
労
働
組
合
等
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
交
換
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
職
場
の
実
情

の
的
確
な
把
握
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

状
況
把
握
・
課
題
分
析

状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
意
義

（一）



八
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行
動
計
画
は
、
自
ら
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
勘
案

し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
第
八
条
第
三
項
及
び
第
八
項
）
。

女
性
の
活
躍
に
向
け
て
は
、
第
一
の
三
で
見
た
よ
う
に
、
採
用
か
ら
登
用
に
至
る
各
雇
用
管
理
の
段
階
に
お

い
て
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
課
題
が
特
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
か
は
、
事
業
主
ご
と
に
多
種
多
様

で
あ
る
。
状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
意
義
は
、
自
ら
の
組
織
が
解
決
す
べ
き
女
性
の
活
躍
に
向
け
た
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
行
動
計
画
の
策
定
の
基
礎
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
際
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
は
、
非
正
規
雇
用
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
雇
用
形
態
に
お
い
て
、
全
て
の
女
性

が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
雇
用

管
理
区
分
ご
と
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析
が
必
須
で
あ
る
項
目
に
限
ら
ず
、
雇
用
管
理
区
分
ご
と
に
実
態
が
異

な
る
可
能
性
が
あ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
主
の
実
態
に
応
じ
、
適
切
に
雇
用
管
理
区
分
ご
と
の
状
況
把

握
・
課
題
分
析
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

必
須
項
目
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析

（二）

我
が
国
の
事
業
主
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
女
性
の
採
用
者
が
少
な
い
こ
と
、
第
一
子
出
産
前
後
の
女
性

の
継
続
就
業
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
男
女
を
通
じ
た
長
時
間
労
働
の
状
況
が
あ
り
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
妨
げ

て
い
る
こ
と
、
女
性
の
活
躍
度
合
い
を
測
る
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
が
低
い

こ
と
等
の
課
題
を
抱
え
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
全
て
の
事
業
主
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
有
無
の
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指
標
と
な
る
別
紙
一
の
必
須
項
目
に
つ
い
て
、
状
況
把
握
を
行
い
、
課
題
分
析
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

任
意
項
目
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析

（三）

必
須
項
目
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
結
果
、
事
業
主
に
と
っ
て
課
題
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
そ
の
原
因
の
分
析
を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
課
題
分
析
は
、
各
事
業
主
の
実
情
に
応
じ
て

行
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
は
、
別
紙
一
の
任
意
項
目
を
活
用
し
、
別
紙
二
の
方
法
も
参
考
に
、
課
題
分
析

を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

な
お
、
雇
用
管
理
区
分
ご
と
の
男
女
間
の
賃
金
格
差
の
状
況
は
、
行
動
計
画
の
策
定
等
に
よ
る
取
組
の
結
果

、
特
に
女
性
の
継
続
就
業
や
登
用
の
進
捗
を
図
る
観
点
か
ら
有
効
な
指
標
と
な
り
う
る
。

ま
た
、
各
事
業
主
の
実
情
に
応
じ
て
、
よ
り
深
く
課
題
分
析
を
行
う
た
め
に
他
に
適
切
な
状
況
把
握
の
項
目

や
課
題
分
析
の
方
法
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
項
目
の
状
況
把
握
や
当
該
方
法
に
よ
る
分
析
を
行
う
こ
と
も
効
果

的
で
あ
る
。

三

行
動
計
画
の
策
定

行
動
計
画
の
策
定
対
象
と
な
る
課
題
の
選
定

（一）

行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
①
計
画
期
間
、
②
数
値
目
標
、
③
取
組
内
容
及
び
実
施
時
期
を
定
め
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
（
法
第
八
条
第
二
項
）
。

ま
た
、
行
動
計
画
の
策
定
等
に
際
し
て
は
、
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
勘
案
し
て
定
め
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第
八
条
第
三
項
及
び
第
八
項
）
。

状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
結
果
、
複
数
の
課
題
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
は
、
各
事
業
主
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
優
先
的
に
行
動
計
画
の
対
象
と

す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
積
極
的
に
複
数
の
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

計
画
期
間
の
決
定

（二）

法
は
平
成
三
十
七
年
度
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
行
動
計
画
の
計
画
期
間
の
決
定
に
際
し
て

は
、
計
画
期
間
内
に
数
値
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
を
念
頭
に
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
七
年
度

ま
で
の
十
年
間
を
、
各
事
業
主
の
実
情
に
応
じ
て
お
お
む
ね
二
年
間
か
ら
五
年
間
に
区
切
る
と
と
も
に
、
定
期

的
に
行
動
計
画
の
進
捗
を
検
証
し
な
が
ら
、
そ
の
改
定
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

数
値
目
標
の
設
定

（三）

数
値
目
標
の
設
定
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
結
果
、
各
事
業
主
に
と
っ
て
課
題
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
必
ず
し
も
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
の
上
昇
等
に
向
け

た
数
値
目
標
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
、
各
事
業
主
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
も
の
か

ら
優
先
的
に
数
値
目
標
の
設
定
を
行
う
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
積
極
的
に
複
数
の
課
題
に
対
応
す
る
数
値
目

標
の
設
定
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
実
数
、
割
合
、
倍
数
等
数
値
を
用
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
い
ず
れ
で
も
よ
い
。
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数
値
目
標
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
内
に
達
成
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
各
事
業
主
の
実
情
に
見
合

っ
た
水
準
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

取
組
内
容
の
選
定
・
実
施
時
期
の
決
定

（四）

行
動
計
画
に
盛
り
込
む
取
組
内
容
を
決
定
す
る
に
際
し
て
は
、
ま
ず
、
状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
結
果
、
各

事
業
主
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
数
値
目
標
の
設
定
を
行
っ
た
も
の
に

つ
い
て
、
優
先
的
に
そ
の
数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
べ
き
か
検
討
を
行
う
こ
と
が

基
本
で
あ
る
。

検
討
の
際
は
、
組
織
全
体
に
わ
た
っ
て
、
性
別
に
か
か
わ
り
の
な
い
公
正
な
採
用
・
配
置
・
育
成
・
評
価
・

登
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
我
が
国
全
体
で
み
る
と
、
依
然
と
し
て
、
第
一
子
出
産
前
後
の
継
続
就
業
が
困
難
な
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
早
期
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
主
の
経
験
か
ら
は
、
両

立
支
援
制
度
の
整
備
の
み
を
進
め
て
も
、
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
女
性
が
活
躍
し
て
い
く
こ
と
に
協

力
的
な
職
場
風
土
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
長
時
間
労
働
等
働
き
方
に
課
題
が
あ
る
職
場
の
場
合
は
、

十
分
な
効
果
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
職

場
風
土
や
長
時
間
労
働
等
の
働
き
方
に
関
す
る
課
題
を
有
す
る
事
業
主
に
お
い
て
は
、
併
せ
て
そ
の
是
正
に
取

り
組
む
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
紙
二
の
方
法
を
参
考
に
、
内
容
及
び
実
施
時
期
を
併
せ
て
決
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
終
了
時
ま
で
を
実
施
時
期
と
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
個
別
に
記
載
す
る
必
要
は
な
い
。

そ
の
他

（五）
イ

派
遣
労
働
者
の
取
扱
い

女
性
の
活
躍
推
進
は
、
非
正
規
雇
用
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
雇
用
形
態
等
に
お
い
て
、
一
人
一
人
の
女
性
が

、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
の
取
組
は
、
採
用
・
配
置
・
育
成
・
継
続
就
業
等
、
一
人

一
人
の
職
業
生
活
を
通
じ
た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
元
事
業
主
が
責
任
を
持
っ
て
、
状
況
把

握
・
課
題
分
析
を
行
い
、
行
動
計
画
の
策
定
等
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

他
方
、
職
場
風
土
改
革
に
関
す
る
取
組
や
長
時
間
労
働
の
是
正
は
、
職
場
単
位
で
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
派
遣
先
事
業
主
は
、
派
遣
労
働
者
も
含
め
て
全
て
の
労
働
者
に
対
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
職
場
風
土
に
関
す
る
課
題
や
長
時
間
労
働
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
事
業
主
は

、
派
遣
労
働
者
の
派
遣
先
ご
と
に
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に
は
、
派
遣
先
の
人
事
労

務
担
当
者
と
話
合
い
を
行
う
な
ど
、
取
組
を
推
進
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
必
要
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
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ッ
プ
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ロ

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画
と
の
一
体
的
策
定
・
届
出

法
に
基
づ
く
行
動
計
画
は
、
計
画
期
間
、
計
画
目
標
、
取
組
内
容
及
び
実
施
時
期
を
定
め
る
必
要
が
あ
り

、
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
勘
案
し
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
（
法
第
八
条
第
二

項
、
第
三
項
及
び
第
八
項
）
。

一
方
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
く
行
動
計
画
は
、
計

画
期
間
、
目
標
（
数
値
目
標
に
限
ら
な
い
）
、
対
策
内
容
及
び
実
施
時
期
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
法
律
に
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ
く
行
動
計
画

を
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
場
合
は
、
共
通
の
様
式
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
届
出
も
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ハ

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
と
の
関
係

行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
違
反
し
な
い
内
容
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
お
い
て
は
、
募
集
・
採
用
・
配
置
・
昇
進
等
に
お
い
て
女
性
労
働
者
を
優
先
的

に
取
り
扱
う
措
置
の
う
ち
、
同
法
に
違
反
し
な
い
も
の
は
、
女
性
労
働
者
が
男
性
労
働
者
と
比
較
し
て
相
当

程
度
少
な
い
雇
用
管
理
区
分
に
お
け
る
措
置
で
あ
る
な
ど
、
一
定
の
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
て
い
る
（
「
労

働
者
に
対
す
る
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
等
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
事
業
主
が
適



一
四
頁

切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
百
十
四
号
）
第
２
の

）
。

14
（１）

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
女
性
労
働
者
を
優
先
的
に
取
り
扱
う
措
置
を
講
じ
る
場

合
は
、
こ
の
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
社
内
に
女
性
管
理
職
等
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
ま
だ
育
成
さ
れ
て
い
な
い
企
業
に
お
い
て
は
、

外
部
か
ら
女
性
管
理
職
等
を
登
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
男
性
労
働
者
と
同
様
に
、
自
社
で
働

く
女
性
労
働
者
を
育
成
・
登
用
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

四

労
働
者
に
対
す
る
行
動
計
画
の
周
知
・
公
表

労
働
者
に
対
す
る
周
知

（一）

策
定
又
は
変
更
し
た
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
法
第
八
条

第
四
項
及
び
第
八
項
）
。

行
動
計
画
に
定
め
た
数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
て
組
織
全
体
で
取
り
組
む
た
め
、
ま
ず
は
、
非
正
社
員
を
含

め
た
全
て
の
労
働
者
が
そ
の
内
容
を
知
り
う
る
よ
う
に
、
書
面
の
交
付
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
送
付
等
適
切
な

方
法
で
周
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
組
織
ト
ッ
プ
の
主
導
の
下
、
管
理
職
や
人
事
労
務
担
当
者

に
対
す
る
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

公
表

（二）

策
定
又
は
変
更
し
た
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
法
第
八
条
第
五
項
及



一
五
頁

び
第
八
項
）
。

求
職
者
、
投
資
家
、
消
費
者
等
が
各
事
業
主
の
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
姿
勢
や
取
組
等
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
間
で
効
果
的
な
取
組
等
を
情
報
共
有
し
、
社
会
全
体
の
女
性
の
活
躍

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
が
運
営
す
る
「
女
性
の
活
躍
・
両
立
支
援
総
合
サ
イ
ト
」

へ
の
掲
載
等
適
切
な
方
法
で
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

五

行
動
計
画
の
推
進

行
動
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
一
の

の
委
員
会
等
の
行
動
計
画
の
策
定
の
た
め
の
体
制
（
例
え
ば
、
人

（二）

事
労
務
担
当
者
や
現
場
管
理
職
に
加
え
、
男
女
労
働
者
や
労
働
組
合
等
の
参
画
を
得
た
も
の
）
を
活
用
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
的
に
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況
や
、
行
動
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
実
施
状
況
の

点
検
・
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
そ
の
後
の
取
組
や
計
画
に
反
映
さ
せ
る
、
計
画
（P

l
a
n

）
、
実
行
（D

o

）

、
評
価
（C

h
e
c
k

）
、
改
善
（A

c
t
i
o
n

）
の
サ
イ
ク
ル
（P

D
C
A

サ
イ
ク
ル
）
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
行
動
計
画
の
策
定
に
際
し
て
状
況
把
握
を
行
っ
た
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
の
数
値
の
改
善

状
況
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
点
検
・
評
価
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
行
動
計
画
の
改
定
に
向
け
た
検
討
は
、
職
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
実
施
状
況
の
的
確
な
点
検
を
基
に
行

う
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
労
働
者
や
労
働
組
合
等
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
交
換
等

を
実
施
す
る
な
ど
、
職
場
の
実
情
の
的
確
な
把
握
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。



一
六
頁

六

情
報
公
表

情
報
公
表
の
意
義

（一）

事
業
主
は
、
自
ら
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
公
表
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
法
第
十
六

条
）
。

情
報
公
表
の
意
義
は
、
就
職
活
動
中
の
学
生
等
の
求
職
者
の
企
業
選
択
を
通
じ
、
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
企

業
で
あ
る
ほ
ど
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
場
を
通
じ
た
社
会
全
体
の
女
性
の
活
躍
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

情
報
公
表
の
項
目
及
び
方
法

（二）

情
報
公
表
に
つ
い
て
は
、
別
紙
三
の
項
目
の
中
か
ら
、
各
事
業
主
が
選
択
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
が
運
営
す
る
「
女
性
活
躍
・
両
立
支
援
総
合
サ
イ
ト
」
内
の
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
掲
載

等
、
求
職
者
が
容
易
に
閲
覧
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

公
表
に
際
し
て
は
、
よ
り
求
職
者
の
企
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
情
報
公
表
項
目
と
併
せ
て
、
行
動
計
画
を

一
体
的
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
別
紙
三
の
項
目
の
中
か
ら
各
事
業
主
が
選
択
し
た
項
目
を
公
表
す
れ
ば
足
り
、
必
ず
し
も
全
て
の
項

目
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
が
、
公
表
範
囲
そ
の
も
の
が
事
業
主
の
女
性
活
躍
推
進
に
対

す
る
姿
勢
を
表
す
も
の
と
し
て
、
求
職
者
の
企
業
選
択
の
要
素
と
な
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。



一
七
頁

情
報
公
表
の
頻
度

（三）

情
報
公
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
年
一
回
以
上
、
そ
の
時
点
で
得
ら
れ
る
最
新
の
数
値
（
特
段
の

事
情
の
な
い
限
り
、
古
く
と
も
前
々
事
業
年
度
の
状
況
に
関
す
る
数
値
）
に
更
新
し
、
情
報
更
新
時
点
を
明
記

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

七

認
定

一
般
事
業
主
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
事
業
主
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

に
よ
り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
事
業
主
と
し
て
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
第
九
条
）
。

認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
を
幅
広
く
積
極
的
に
周
知
・
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
等
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
認
定
に
向
け
て
積
極
的
な
取
組
が
期
待
さ

れ
る
。

第
三

女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
効
果
的
な
取
組

女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
効
果
的
な
取
組
例
は
、
別
紙
二
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
参
考
に
、
各
事
業
主
の
実

情
に
応
じ
て
、
必
要
な
取
組
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。



女性活躍に向けた課題 状況把握の必須項目 状況把握の任意項目

採用
採用した労働者に占める女性労働
者の割合（区）

男女別の採用における競争倍率（労働者の募集に対する募集者の数を採用者の数で
除した数）（区）

労働者に占める女性労働者の割合（区）（派）

配置･育成・教育訓練

男女別の配置の状況（区）

男女別の将来の育成を目的とした教育訓練の受講の状況（区）

管理職や男女の労働者の配置・育成・評価・昇進・性別役割分担意識その他の職場
風土等に関する意識（区） （派：性別役割分担意識など職場風土等に関する意識）

継続就業・働き方改革

男女の平均継続勤続年数の差異
（区）

10事業年度前及びその前後の事業年度に採用された労働者の男女別の継続雇用割
合（区）

男女別の育児休業取得率及び平均取得期間（区）

男女別の職業生活と家庭生活との両立を支援するための制度（育児休業を除く）の利
用実績（区）

男女別のフレックスタイム制、在宅勤務、テレワーク等の柔軟な働き方に資する制度
の利用実績

労働者の各月ごとの平均残業時間
数等の労働時間の状況

労働者の各月ごとの平均残業時間数等の労働時間の状況（区）（派）

管理職の各月ごとの労働時間等の勤務状況

有給休暇取得率（区）

評価・登用 管理職に占める女性労働者の割合

各職階の労働者に占める女性労働者の割合及び役員に占める女性の割合

男女別の１つ上位の職階へ昇進した労働者の割合

男女の人事評価の結果における差異（区）

職場風土・
性別役割分担意識

セクシュアルハラスメント等に関する各種相談窓口への相談状況（区）（派）

再チャレンジ
（多様なキャリアコース）

男女別の職種又は雇用形態の転換の実績（区）（派：雇入れの実績）

男女別の再雇用又は中途採用の実績（区）

男女別の職種若しくは雇用形態の転換者、再雇用者又は中途採用者を管理職へ登
用した実績

非正社員の男女別のキャリアアップに向けた研修の受講の状況（区）

取組の結果を図るための指標 男女の賃金の差異（区）

（区）＝雇用管理区分ごとに把握（典型例：一般職／総合職／パート）

（派）＝派遣先事業主においては派遣労働者も含めて把握
別紙一（第二の二（二）及び（三）関係）



別紙二（第二の（三）関係）

各月ごとの労働者の平均残業時間等の
長時間労働の状況（必須項目）

採用した労働者に占める女性労働者の割合
（区）（必須項目）

（２） 採用関係へ

男女の継続勤務年数の差異（区）（必須項目） （３） 継続就業及び職場風土関係へ

（１）行動計画の策定に向けた課題分析の手法例の全体像

（区）＝雇用管理区分ごとに把握（例：一般職／総合職／パート）

（派）＝派遣先事業主においては派遣労働者も含めて把握

管理職に占める女性労働者の割合
（必須項目）

まず、必須項目の状況把握・課題分析を行い、その結果、課題であると判断された事項については、矢印の先
に進み、さらに任意項目の状況把握・課題分析により、その原因についての検討を深めることが望ましい。

その他各事業主の実情に応じて適切であると考える事項についての状況把握・課題分析

（４） 長時間労働関係へ

（５） 配置・育成・教育訓練及び評価・登用関係へ











情報公表項目

採用した労働者に占める女性労働者の割合（区）

男女別の採用における競争倍率（区）

労働者に占める女性労働者の割合（区）（派）

男女の平均継続勤続年数の差異（区）

10事業年度前及びその前後の事業年度に採用された労働者の男女別の継続雇用割合

男女別の育児休業取得率（区）

労働者の一月当たりの平均残業時間

雇用管理区分ごとの労働者の一月当たりの平均残業時間（区）（派）

有給休暇取得率

係長級にある者に占める女性労働者の割合

管理職に占める女性労働者の割合

役員に占める女性の割合

男女別の職種又は雇用形態の転換実績（区）（派：雇入れの実績）

男女別の再雇用又は中途採用の実績

（区）＝雇用管理区分ごとに公表（典型例：一般職／総合職／パート）

（派）＝派遣先事業主においては派遣労働者も含めて公表
別紙三（第二の六（二）関係）


